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I.は じ め に

喫煙の健康被害についてはこれまでに数多くの報告l)-3)がなされ,今日では喫煙の健康

に及ぼす害についてはもはや疑いの余地はない。日本たばこ産業の調査4)では, 1990年の喫

煙者率は男性60.5%,女性14.3%であり,20代女性は19.5% (前年度比3.1%増)であり,

我が国の成人男性の喫煙者率は全年齢層にわたって減少傾向にあるが,女性においては逆

に増加傾向にあり,特に20代女性では顕著である。

女性の喫煙者率の増加5)の原因としては,女性の社会進出が進み,ストレス解消のためた

ばこを求める者が増えたことや,たばこ会社が女性に的をしばったシガレットのパッケー

ジやCMを作り出していることなどが考えられる。青年期女性の喫煙は本人への影響だけ

でなく,胎児,乳幼児への影響が大きく6)7)青年期女性の喫煙は重大な問題となる。

村松8)は女子学生を対象に交友関係,流行指向性を中心とした日常生活行動様式と喫煙

行動を調査し,喫煙する女子学生の特性として積極的な行動パターンを明らかにし,これ

は喫煙が身体に悪いとか他人に迷惑がかかるなどの認識と自己の喫煙行動との間の矛盾を

和らげるものであると報告している。

また, Breslowら9)は,成人病予防の視点から重要な7つの健康習慣(喫煙をしない,飲

酒を適度にするかまたは全くしない,定期的にかなり激しい運動をする,適正体重を保つ,

7~8時間の睡眠をとる,毎日朝食をとる,不必要な間食をしない)を見出し,これら7

つの健康習慣を多く行っている,いわゆるライフスタイルの良い集団と,悪い集団を追跡

し,両者の死亡率には差があることを実証した。

そこで,本研究は菁年期女性を対象に,日常生活やBreslowの健康習慣(ライフスタイ
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ル)と喫煙習慣との関連を追究し,さらに,性格特性がそれらにどう関連しているかにつ

いて追究した。

II.調 査 方 法

(1)調査対象

対象者は表1に示すように,女子学生(国立大学,私立大学,私立短期大学) 631名,お

よび看護婦(看護婦,保健婦) 151名,幼稚園職員32名,会社員139名の計953名である。対

象者の年齢分布は18歳から29歳であり,平均年齢は21.0歳{S.D. = 2.5)であった。

(2)調査内容

1)喫煙習慣

①喫煙者率

②両親の喫煙者率

2)喫煙についての一般的意識

村松1o)は青少年のたばこについてのイメージを抽出し,身体的項目,情緒的項目,倫理的

項目に類型した。本調査ではこの類型を利用し,身体的項目(13項目),情緒的項目(8項

山,倫理的項目(12項山を調査した。

3)健康習慣(朝食摂取状況,間食摂取状況,起床時間,就寝時間,睡眠時間,体重に

気をつけているか,栄養のバランスに気をつけているか,運動状況)

4)日常生活行動様式

①マスメデ｀イアとの接触(雑誌購読,書籍購読,テレビ視聴時間,CM興味,新聞

購読時間)

②日常生活(1ヵ月の小遣い,休日行動,家族との会話)

③趣味・嗜好(趣味,好みの飲料,飲酒)

④流行の取り入れ(流行取り入れ対象,化粧)

⑤一般的意識(生活をエンジョイ,周囲の目,伝統・習慣への態度,イライラする

か,女性としての意識)

5)エゴグラムチェックリスト

今回,性格特性を探るために利用したエゴグラム11)-13)はBerneの創始した交流分析を

Dusayが改良し考案したものである。交流分析では,性格の構成要素をParent (P), Adult

(A),Child(C)として考えており、 さらにParentをCritical Parent (CP)とNurturing

Parent(NP)に, ChildをFree Child (FC)とAdapted Child (AC)に分け,合せて5

表1 対象者数(%)
つの要素に分類している。交流分析では, CP (Critical

Parent)を支配的･批判的要素, NP (Nurturing Par-

ent)を成長を促す養育的･母親的要素, A (Adult)を

事実に基づいて判断し,冷静に計算する合理的要素,

FC (Free Child)を感情や身体感覚を自然に体験・表

出する要素,そして, AC (Adapted Child)を外界に

順応するために防衛し,妥協する要素と規定している。

調査は5つの要素に対してそれぞれ10項目ずつの煩悶

項目で構成されたエゴグラムチェックリストを使用し
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た。

なお,調査の正確性を期すためにMMPIの妥当性尺度14)を参考に回答の信頼性をチェッ

クする質問項目を作成し,矛盾回答得点とした。

(3)調査期間および調査方法

調査は平成4年9月~11月に自己記入による無記名質問紙法で行った｡回収数は970名で

あり,記入不備および矛盾回答得点の高い17名を除外した。従って有効回答数は953名(98.

2%)であった。

(4)分析方法

1) Breslowの健康習慣

喫煙習慣,健康習慣および日常生活行動様式の質問事項の中から,Breslow9)の7つの健

康習慣「喫煙をしない」「飲酒を適度にするか又は全くしない」「定期的に運動する」「適正

体重を保つ」「7~8時間の睡眠をとる」「毎日朝食をとる」「不必要な間食をしない」に相

当する7項目のうち実施している項目の数を得点化した｡その中で,実施数O~3,4~5,

6~7の者をそれぞれ,ライフスタイルの悪い者,普通の者,良い者とした。

2)喫煙についての一般的意識

身体的,情緒的,倫理的の合計33項目の回答は各々5段階で得点化し,喫煙習慣別,健

康習慣別に平均得点を算出した。否定的項目は点数が小さいほど,肯定的項目は点数が大

きいほど「喫煙」に対して否定的といえる。

3)エゴグラム

CP (Critical Parent), NP (Nurturing Parent), A (Adult), FC (Free Child), AC

(Adapted Child)の5つの自我状態への心理的なエネルギーを視覚的につかむために,エ

ゴグラムチェックリストの回答を得点化し,グラフ(エゴグラム)を作成し,喫煙習慣別,

健康習慣別に比較した。

4)データ処理ならびに比較の方法

データ処理にあたっては,名古屋大学大型計算機センターFACOM M-382 を使用し,

演算にはSPSS第9版を用いた。なお,検定はが検定ならびにコルモゴロフ･スミルノフ

検定およびｔ検定によって行った。

m.結 果

(1)喫煙習慣

対象者の喫煙者率は表2に示すように,「毎日吸う」4.1%,「時々吸う」3.4%,「以前吸っ

ていたが,今は吸わない」3.6%,「吸わない」88.9%であった。本研究では,「毎日吸う」

と「時々吸う」者を喫煙者(71名),「以前吸っていた」者と「吸わない」者を非喫煙者(875

名)とした。

両親の喫煙者率は父親が55.1%,母親が4.8%であった。対象者の喫煙習慣別に比較して

みると,父親の喫煙者率は喫煙者では57.1%,非喫煙者では54.9%であり,母親の喫煙者

率は喫煙者では7.0%,非喫煙者では4.6%であり,両親の喫煙習慣と対象者の喫煙習慣に

は有意な関連は認められなかった。

(2)Breslowの7つの健康習慣(以下,健康習慣とする)

健康習噴実施数は図1に示す。喫煙者では7項目のうち3つの項目を実施している者が
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最も多かった(32.4%)が,非喫煙

者では5つの項目を実施している者

が最も多く(32.0%),両者の分布は

有意の差が認められた(p<0.01)。

また,実施数O~3のライフスタイ

ルの悪い者,4~5の普通の者,6

~7の良い者を喫煙習慣別に見たも

のが表3であり,喫煙者では[悪い]

者が最も多く,非喫煙者では「普通」

の者が最も多く,有意の差が認めら

れた。

個々の項目ごとにみてみると,喫煙習慣別にみて有意の差が認められたのは,喫煙を除

く6項目のうち,「朝食摂取状況」(p<0.01),「睡眠時間」(p<0.05),「飲酒習慣」(p<

0.01)の3項目であった。すなわち,非喫煙者の約8割は朝食を毎日とっているが,喫煙

者は朝食を摂るものが半数にも達していないこと,喫煙者は睡眠時間が短いこと,酒を飲

む者が多いことがわかった。また, Breslowの7つの項目に関連する「栄養のバランスを

気をつけているか」の項目でも両者の差が認められ(p<0.01),非喫煙者の方が栄養に気

を使っていることがわかった。

(3)喫煙習慣からみた日常生活行動様式

1)マスメディアとの接触

マスメデ｀イアとの接触と喫煙習慣との関連は表4に示す。「ファッション誌の購読」,「女

性誌の購読」に有意の差が認められ,喫煙者は非喫煙者に比べ,女性誌を読むことが多く,

ファッション誌を読むことが少ない。「書籍購読」「テレビ視聴時間」「CMに対する興味」

には差は認められなかったが,「新聞購読時間」には有意な差が見られ(p<0.01),喫煙

者は新聞を読む時間が短いことがわかった。

2)日常生活

図1 健康習慣実施数
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表3 健康習慣実施数(%)

表4 マスメディアとの接触(%)

(N.A.=7)

められなかった。

3)趣味・嗜好

趣味・嗜好と喫煙習慣との関連は表5,表6に示す。趣味は「自動車運転」,「コーヒー

を好む」に有意の差が認められた。すなわち,喫煙者は非喫煙者に比較して,自動車運転

を楽しむ者が多く,コーヒーをよく飲む者が多い。

4)流行の取り入れ

流行の取り入れについては表7に示す。流行の取り入れに関する項目では「女性として

の生き方」に有意の差が認められ,喫煙者は非喫煙者に比べ女性としての生き方に流行を

取り入れている。また,「化粧をする習慣」にも有意の差がみられ(p<0.01),喫煙者は

メークアップまでする者が多く,非喫煙者は何もしないか基礎化粧だけする者が多い。

5)一般的意識

[周囲の目を気にする],「伝統や習慣を残そうとする」に有意の差が認められた(p<

0.01)。「生活をエンジョイしているか」「よくイライラするか」「女のくせにと言われると
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表5 趣味(喫煙習慣別比較)

(N.A. =23)

腹が立つか」「女だからという理由でしたいことを押えるか」では有意の差が認められな

かった。従って,喫煙者は非喫煙者に比べ,周囲の目を気にせず,伝統や習慣を残そうと

する者が少ない。

(4)喫煙習慣からみた喫煙に対する一般的意識

喫煙習慣別にみた喫煙に対する意識の平均得点は図2に示すように,身体的項目では13

項目のうち7項目,情緒的項目では8項目すべてに,倫理的項目では12項目のうち8項目

に有意の差がみられた。各項目ごとの喫煙者,非喫煙者間の得点の開きの平均をみると,

身体的項目!3項目は0.55,情緒的項目8項目では1.35,倫理的項目12項目では0.60であっ

た。すなわち,両者間では,特に諸緒的項目において差が大きく,喫煙者は喫煙に対して

肯定的である。

(5)エゴグラム

図3,図4はエゴグラムにおけるCP, NP, A, FC, ACの各要素の平均値を図示し,

喫煙習慣別比較,健康習慣別比較を行ったものである。

1)喫煙習慣別比較(図3)

喫煙習慣別にみて有意の差が認められたのは,「A」「FC」「AC」であり,喫煙者はFC

(自由奔放さ)が高く,非喫煙者はA(客観的判断力),AC(順応性)が高かった。「CP(批

判的要素)」,「NP(養育的・母親的要素)」には有意の差は認められなかった。

2)健康習慣別比較(図4)

健康習慣別にみて有意の差が認められたのは「CP」「NP」「A」であり,ライフスタイル

の良い者は他に比べ,批判的要素(CP),養育的･母親的要素(NP),客観的判断力(A)

が高かった。「FC(自由奔放さ)」,「AC(順応性)」には有意の差は認められなかった。
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表6 飲み物の嗜好(喫煙習慣別比較)

表7 流行を取り入れる対象(喫煙習慣別比較)

(N.k =82)

IV.考 察

1990年の日本たばこ産業の調査4)によると,我が国の喫煙者率は成人男性60.5%,成人女

性14.3%であり,近年,女性の喫煙者率が増加しているといっても未だ男女間の差が大き

い。この男女間の差が大きいことは日本特有のものであり,一般的に欧米の喫煙者率は男

女の差は小さく, 1983年の米国成人の喫煙者率15)は男性34.8%,女性29.5%であった｡今回

の青年期女性の喫煙者率は7.5%と低率であった。両親,特に母親の喫煙習慣が子供の喫煙
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図2 喫煙に対する一般的意識

1 2

口喫煙者 十非喫煙者

習慣と関連をもつことは数々の調査16)17)で明らかにされているが,今回の結果では,父親,

母親の喫煙習慣共に子供の喫煙習慣とは関連が認められなかった｡村松16)富永17)らの調査

は対象者が大学生以下の年齢であるのに対し,今回は対象者の約30%が社会人であり,喫

煙着手の要因も異なるのであろう。両親の喫煙に代る他の要因を探るためには社会人を対

象とした調査が必要であろう。

今回の調査で喫煙者の日常の生活にはいくつかの特徴がみられた。喫煙者は非喫煙者に

比べ小遣い金額が多く,喫煙習慣と経済面が密接に関係していることが伺える。喫煙者率

と所得との関連18)については男女とも全般に所得が高いほど喫煙者率が高く,特に女性に

その傾向が強いことが明らかにされている。喫煙者は自動車を運転する,酒を飲む習慣が

ある,化粧をする,といった非喫煙者とは異なった行動が今回の調査で明らかになったが,

これらの特徴も金銭的な条件と無関係とはいえない。

喫煙習慣と他の健康習慣との関連について明らかになったことは,喫煙者は毎日朝食を

とらない,睡眠時間が短いなどの習慣を中心に,喫煙者は非喫煙者に比べて全般的にライ
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図3 エゴグラム

(喫煙習慣別)

図4 エゴグラム

(健康習慣別比較)

要素

口悪い 十普通 　良い

フスタイルがよく

ない傾向にある。

すなわち,喫煙者

は健康に対する意

識が薄いと考えら

れる。多々納ら19)

も,非喫煙者は健

康意識が高いこと

を報告しており,

今回の結果から

も,ライフスタイ

ルの良い者は生活

全般において好ま

しい生活習慣を

行っており(すな

わち,健康意識が

高い),ライフスタ

イルの悪い者は好

ましい生活習慣を

行っていない(す

なわち,健康意識

が低い)ことが伺

える。

永山ら2o)は,日

常生活習慣は各々

が独立に健康に影

響を及ぼすと同時

に,相互の絡みあ

いの中で作用して

いくものであると

指摘している。小川21)は「喫煙習慣は健康に対する価値づけの相対的低さと関係がある」と

指摘している。この価値づけがいつごろ,何によって形成されるかは個人によって差があ

るところであるが,家族や友人からの情報と同様にマスメディアからの情報も無視できな

い。書籍を読むこと,テレビを見る時間,CMに対する興味にはいずれも喫煙習慣とは関

連が見られなかったが,喫煙者は女性誌を読む,非喫煙者は新聞を読む時間が長かった。

女性誌と新聞がそれぞれの読者に与える情報の質の違いも「健康に対する価値づけ」形成

に係わりがあるのではなかろうか。近年,医学・公衆衛生学上の課題が急性感染症から慢

性･非感染症の疾病(成人病)へと変化22)してきたが,これらの成人病は個々の日常の生活

習慣に大きく起因している。成人病の第一次予防として,健康に対する価値づけが必要で

ある。
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喫煙についてどのような認識をもっているかの比較では,喫煙者と非喫煙者の差が最も

顕著であったのは情緒的項目であり,喫煙者は喫煙に肯定的であった。情緒的項目には喫

煙してはじめて体感できる項目が多いことから,この結果は必然であろう。しかし喫煙の

身体影響に関する項目である身体的項目では喫煙習慣別に回答に差が見られた。大学生,

社会人にとって,いわゆる｢たばこの害｣は周知であると考えられているが,認識は一様

でないことが伺える。これを反映してか,喫煙の倫理的項目では両者の回答は多くの項目

で違いが見られた。今後,社会では｢禁煙｣｢分煙｣の方策がさらに広げられるであろうが,

これらの方策を円滑に進めるためには喫煙に対する認識ができるかぎり同様であることが

必要であり,そのためにも喫煙の健康影響に関する多方面の新しい情報を繰り返し周知さ

せることが重要である。

喫煙者と非喫煙者のエゴグラムを比較してみると,喫煙者は, FC(自由奔放さ)が高く,

A(客観的判断力),AC(順応性)が低い。つまり,相手を認め共感する心を持ち,天真爛

漫で活発だが,客観的に判断することを不得手とし,自己中心性が強く協調性に欠けると

いうことになる｡喫煙者の外向的性格については多くの報告21)23)がみられる｡今回の日常生

活の調査でも,喫煙者は自動車運転を楽しむ,コーヒーや酒を飲む,化粧をする,流行と

して女性の生き方を取り入れる,周囲の目を気にしないという外向的な行動パターンを

とっていることが明らかになった。このことは村松の報告8)と一致している。

宮城24)は,社会的に,女らしさが求められ,女性の喫煙に反対する傾向があると報告して

おり,AC(順応性)が高い非喫煙者は社会に適応しようとする性格傾向のために喫煙しな

いと考えられる。大津25)は,エゴグラムを使用し,中･高校生の飲酒行動に関する調査を行

い,飲酒傾向と心理的特性の関連を報告している。それによると,飲酒の促進要因はFC

であり,抑制要因はAであった。本研究では,喫煙者はFCが高く,非喫煙者はAが高かっ

た。すなわち喫煙者と飲酒者,非喫煙者と非飲酒者がそれぞれ類似しており,喫煙行動と

飲酒行動は心理的要因の面からは深い関連を持っているといえる。

健康習慣別にみたエゴグラムでは,3群ともNP優位型であったが,ライフスタイルの

良い者はCP, NP, Aが高かった。すなわち,様々な情報を批判的に見,客観的に判断し,

思いやりを持って行動する力がある,といえる,健康に関する情報に対してもこのような

性格特性で対処しているものと推測される。また,ライフスタイルの良い者は他の2者と

比べ,全体的に自我状態が高い値を示していることから,精神エネルギーが高いといえる。

つまり,人生が楽しく充実している者の多い群12)といえるだろう。また,ライフスタイルの

悪い者の特徴として決断力が乏しい(Aが低い)傾向がみられたが,Breslow9)によると,

決断力が乏しく精神的に不安の強い者,抑うつの強い者,生活に満足していない者は,不

健康な状態に陥りやすいとされている。

今日,たばこ会社はたばこのテレビCMの自主規制に伴い,たばこ会社がスポンサーに

なるコンサート等各種イベントを年々増加させたり26)青少年や女性に的をしぼったと思

われるたばこCMを放映している。今回の結果から言うと,物事を批判的に見ず,自由奔

放が喫煙者の性格特性であり,客観的判断力が低く,思いやりがすくないのがライフスタ

イルの悪い者の性格特性であり,さらに周囲の目を気にせずに行動することを考えると,

これらイベントやCMが女性喫煙者の増加の一因と考えられている27)ことは納得できる。

今回の調査で,流行を取り入れる対象として,喫煙者が｢女性としての生き方｣と答え
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ているのも看過できない。たばこと共にある女性の生き方をよしとするのか,あるいはた

ばこなしの生き方をよしとするかは,それらたばこの販売促進活動に大きく影響されるの

ではないかと考えるからである。

今日では女性の喫煙は喫煙者本人への影響だけでなく,胎児や乳幼児に悪影響を及ぼし

ていることは周知の事実となっている6)7)。浅野28)は「自らの嗜好を満たすための能動的喫

煙は第一の喫煙(primary smoking),その喫煙者が排出するたばこ煙を否応なく吸わされ

る受動的喫煙は第二の喫煙(secondary smoking),妊娠女性が喫煙している時に胎児が経

験する第三の喫煙(tertiary smoking)は女性に特有な生命現象と関連した出来事である」

としており,女性の喫煙問題は重要さを増している。

V.要 約

青年期女性を対象にして,日常生活行動様式やBreslowの7つの健康習慣(ライフスタ

イル)と喫煙習慣との関連を調査し,さらに,性格特性がそれらにどう関連しているかを

追究することを目的とし,無記名質問紙法により,平成4年9月~11月に調査を行い,以

下に示す成績を得た。

(1)対象の喫煙者率は7.5%であり,両親の喫煙とは関連は認められなかった。

(2)喫煙者は自動車運転を楽しむ,コーヒーや酒を飲む,化粧をする,流行として女性

の生き方を取り入れる,周囲の目を気にしないなどの外向的な行動パターンをとっている

ことが認められた。

(3)喫煙者は毎日朝食をとらない,睡眠時間が短い,栄養のバランスに気をつけないな

ど,健康に対する価値づけが低いということが認められた。

(4)喫煙者は喫煙に対して肯定的な認識を持ち,非喫煙者は喫煙に対して否定的であっ

た。喫煙者,非喫煙者間で最も喫煙に対する認識に差がみられたのは,情緒的意識(精神

が集中できる,落ち着くなど)であった。

(5)喫煙者のエゴグラムではFC(自由奔放さ)が高く,A(客観的判断力),AC(順応

性)が低かった。つまり,天真爛漫で活発だが協調性に欠ける。それに比較して,非喫煙

者のエゴグラムではA,ACが高く,FCが低かった。すなわち非喫煙者は社会適応度が高

いことが認められた。

以上のことから,青年期女性の喫煙習慣とライフスタイル,性格特性にはそれぞれ関連

があることが示唆された。
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